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AI 特化型高性能データセンター開発プロジェクト（６社連合）と 

KAYTUS JAPAN株式会社との業務提携に関する基本合意書（MOU）締結のお知らせ 

 

 

当社は、AI 特化型高性能データセンターの開発および運営を目的とした共同プロジェク

ト（以下、「本プロジェクト」という。）に関し、インフラストラクチャ製品・ソリューシ

ョンのグローバルプロバイダーである KAYTUS JAPAN 株式会社（東京都千代田区大手町二

丁目６番４号 代表取締役 田 暁魯）との間で、本日付で業務提携に向けた基本合意書

（MOU）を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、本 MOU は、abc 株式会社がパートナー各社を代表し、2026 年５月を目途に設立を

予定している合弁会社「AI Data Partners（仮称）」（以下、「本合弁会社」という。）との

将来的な提携を前提に締結開始されたものです。 

 

１．本 MOU締結の背景と目的 

本プロジェクトは、当社、abc株式会社、ReYuu Japan株式会社、株式会社イメージワ

ン、株式会社 FD に加え、2026年５月 18日付「AI特化型高性能データセンター開発プロ

ジェクトへの株式会社 Birdmanの追加参画（６社体制への移行）に関するお知らせ」で公

表したとおり、追加参画を合意した株式会社 Birdmanを含む、計６社の強みを結集した国

内最大級の AIインフラ構築プロジェクトです。 

KAYTUS JAPAN株式会社は、クラウド、AI、エッジコンピューティング等の領域向けに、

サーバー製品を含む ITインフラ製品・ソリューションを提供する KAYTUS Systems Pte. 

Ltd.の日本法人です。パートナー各社のうち、株式会社イメージワンは 2026年１月に医

療・環境分野での AI 活用において、また、ReYuu Japan株式会社は 2026 年５月に AIイン

フラのライフサイクル（リユース・更新）領域において、既に KAYTUS JAPAN 株式会社と

それぞれ個別の提携を発表しております。 

 この度、本プロジェクトを主導する本合弁会社が KAYTUS JAPAN株式会社と包括的に連

携することで、これまでの個別の知見を統合し、データセンターの設計・構築から、高性

能サーバーの調達、運用、保守、そして機材のライフサイクル管理までをワンストップで

提供する、圧倒的な競争力を備えた AI基盤の実現を目指します。 

本合弁会社の設立により、新たな収益基盤の確立と、日本の生成 AI市場の発展への寄

与を加速させてまいります。 

 

２．本 MOUに基づく主な検討内容 

本合弁会社および KAYTUS JAPAN 株式会社は、以下の事項について具体的に協議を進め

てまいります。 

https://abc-chain.com/press/ai%e7%89%b9%e5%8c%96%e5%9e%8b%e9%ab%98%e6%80%a7%e8%83%bd%e3%83%87%e3%83%bc%e3%82%bf%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc%e9%96%8b%e7%99%ba%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%81%b8/
https://abc-chain.com/press/ai%e7%89%b9%e5%8c%96%e5%9e%8b%e9%ab%98%e6%80%a7%e8%83%bd%e3%83%87%e3%83%bc%e3%82%bf%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc%e9%96%8b%e7%99%ba%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%81%b8/
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 次世代 AI計算基盤の構築 

KAYTUS JAPAN株式会社の高性能 GPUサーバー、液冷技術、および「MotusAI」等のプ

ラットフォームを活用したデータセンターインフラの最適化。 

 

 安定的な機材供給体制の確保 

国内 10 拠点の展開を見据えた、サーバー・ネットワーク機器等の優先的かつ安定的

な調達スキームの構築。 

 

 ライフサイクルマネジメント 

ReYuu Japan株式会社の知見を活かしたサーバー更新・入替に伴うリユース・再流通

プロセスの統合。 

 

 特定分野へのソリューション展開 

株式会社イメージワンの医療画像・地球環境 AI等、高度な計算リソースを必要とす

る事業への優先提供。 

 

３．今後の見通し 

各領域のトップランナーが集結し、グローバルリーダーである KAYTUS JAPAN 株式会社

との強力なパイプが確立されたことで、本プロジェクトが掲げる目標の実現に向けた確度

は飛躍的に高まったものと考えております。 

また、将来的には、AI計算資源の提供に加え、資産流動化やデジタル資産化を含む新た

な金融スキームの構築も視野に入れて検討を進めてまいります。 

 なお、本 MOU締結による当連結会計年度の業績への影響は軽微です。本合弁会社の設立

および事業の進展により、今後、開示すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせ

いたします。 

 

 

以上 


